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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，ロシア近現代文化史を理解する上できわめて重要な要素である文学と視覚
芸術の相関関係を考察した。ドミートリー・プリゴフ，イリヤ・カバコフ，レオニート・チシコフ，ウラジーミル・ナ
セトキン，ターニャ・バダニナ，フセヴォロト・ネクラーソフ，キリル・メドヴェージェフらの作品をロシア近代文化
と比較対照しつつ研究し，ロシア文化史のパラダイムを新たに構築した。また，ロシア絵本，アーティストブックの研
究にも取り組んだ。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to reveal strong connections between literature and 
art in Russian modern and contemporary culture. The researcher analyzes Dmity Prigov, Ilya Kabakov, 
Leonid Tishkov, Vladimir Nasedkin, Tanya Badanina, Vsevolod Nekrasov, Kirill Medvedev’s works through 
comparative analysis of Russian Modern Culture to show the paradigm of cultural history. This study also 
deals with Russian children books and artists books.

研究分野：ロシア文学、ロシア美術、ロシア文化、ロシア児童文化

キーワード： ロシア文学　ロシア文化　ロシア美術　現代詩　コンセプチュアリズム　現代美術　児童文化　絵本
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１．研究開始当初の背景 
 
(1)視覚芸術と文学の密接な関係は，ロシア近
現代文化の重要な特徴であり，ロシア文化を
理解するためにはその相関関係に注目する
ことが必要不可欠である。しかし，従来の研
究史においては，文学と視覚芸術の相関関係
を考察する研究が不十分であった。 
 
(2)日本では，ロシア現代詩，ロシア現代美術
に関する研究が少なかったため，社会におい
ても隣国の現代文化に接する機会が限定さ
れていた。 
 
 
２．研究の目的 
 
(1)文学と芸術の両方の分野で制作を行う作
家ドミートリー・プリゴフ，レオニート・チ
シコフ，イリヤ・カバコフらの研究を通じて，
各作家の研究を深める。 
 
(2)現代ロシアの視覚文化（ウラジーミル・ナ
セトキン，ターニャ・バダニナ，アレクサン
ドル・ポノマリョフ等）の各作品における文
学的源泉，作家の書いたテクスト等の分析を
行う。 
 
(3)文学と視覚芸術の統合形式であるロシア
の絵本，児童文化について，他国の作品と比
較しつつ，その形式，文体，内容の特徴を解
明する。 
 
(4)20世紀ロシア文化の重要な現象であり，作
家と芸術家の共同体であったモスクワ・コン
セプリュアリズム・サークルに注目し，作
家・作品分析を行う。 
 
(5)上記の研究をふまえて，文学と芸術の相関
関係という視点から，近現代ロシア文化の特
徴を総合的に考察し，ロシア文化を理解する
ための視座を構築する。 
 
(6)研究成果は，論文，学会で発表するだけで
なく，国内外の美術館による展覧会・日本の
地方自治体が開催する現代国際芸術祭への
協力（ロシア現代美術），翻訳（ロシア現代
詩，児童文学，絵本），レクチャー，講演等
で，社会に広く還元する。 
 
(7)日本においてロシア現代詩・視覚文化に取
り組む研究者は少数であることから，研究成
果は教育にも還元し，研究・文化を通じて日
露相互理解と国際交流を促進する次世代の
人材を育成する。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 資料の収集，読解，分析 

(2) 作家への取材，フィールドワーク 
(3) 国内外の研究者とのセミナー，意見交換
（ロシア人文大学他） 
(4) 学会発表，論文・研究ノート・論考出版 
(5) 学術発表に対するフィードバックの検討 
 
 
４．研究成果 
 
(1) ドミートリー・プリゴフの現代詩および
美術作品について，プリゴフ財団，トレチャ
コフ美術館等の協力を受けて資料を収集し，
プリゴフのソ連観・芸術観についての論考を
発表した。 
 また，イリヤ・カバコフのインスタレーシ
ョンとそのテクストについて，研究発表を行
った。 
 
 ソ連時代の非公認芸術の中でも，プリゴフ，
カバコフ，エリク・ブラートフは，ソ連の表
象を制作課題とした作家であり，三者の表現
方法・思想を比較することで，1960−70 年代
のロシア文化の見取り図の一部を作成する
ことができる，きわめて重要な作家である。 
 本研究課題では，ブラートフ，カバコフに
取材を行い，貴重な資料を収集することがで
きた。その資料にもとづく研究成果，および
プリゴフに関するより総合的な研究成果は，
2015 年度以降に発表する予定で準備を進め
ている。 
 
(2) 文学と視覚芸術の統合形式であるアー
ティストブック・絵本およびその他の作品に
ついて，モスクワのレオニート・チシコフら
のもとで資料を収集し，チシコフの作品全般
を扱う論文を発表した。また，チシコフの絵
本を翻訳出版した。 
 
(3)ロシア詩の特徴である「朗読会」という
形式に着目し，歴史的な経緯をふまえた上で，
ソ連崩壊前後から現在までの詩の朗読会の
変遷について論考を発表した。 
  
 詩の朗読会の形式と内容の変遷は，ペレス
トロイカ期から現在までのロシア社会・文化
の変化を反映しており，ロシア現代文化史を
理解する上で，きわめて重要な要素である。 
 
 また，ロシア現代詩を代表するフセヴォロ
ト・ネクラーソフの詩についての論考と翻訳
を発表した。ネクラーソフは，視覚詩を書い
た点，および現代美術に深い関心を持ち，美
術に関する詩を多く書いている点で，ロシア
における文学と視覚芸術の相関関係を理解
する上で重要な詩人である。 
  
 なお研究に取り組む中で，ロシアにおける
ネクラーソフ詩研究の第一人者であるミハ
イル・スホーチン，ネクラーソフに影響を受
けた美術作家ポノマリョフ，ナセトキンらと



討議を行う機会を得た。 
 
(4)ロシア現代詩・児童文化・視覚文化研究
成果を，翻訳出版，メディアでの解説，国内
外の美術館および日本の地方自治体が開催
する展覧会・国際現代芸術祭・映画祭への協
力（カタログ翻訳，レクチャー，現代ロシア
美術コーディネート）を通じて，社会と教育
の場で還元することができた。 
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